
M.O.
「強度近視の父が背中を押してくれた」

子どもの視力低下を知ってから、なんとか改善できないかと眼科に行ってみたところ子どもの視力低下を知ってから、なんとか改善できないかと眼科に行ってみたところ
、「このお子さんは真性の近視です。眼鏡を近いうちに準備することになるでしょう
。」と診断され、あきらめかけていました。そんな時、あるTV番組で、オルソケラト
ロジーの紹介を見ました。ぜひ治療してあげたいという気持ちと、遠い病院に通院が
可能かという不安が入り混じりましたが、主人に相談したところ、主人は自分が強度
の近視で度の強い眼鏡なしでは生活できない不自由さを身を持って経験していました
ので、ぜひ、三井クリニックを訪れるよう勧めてくれました。治療を始めてから半年
が過ぎ、眼鏡なしで生活している娘を見るにつけ、治療を始めてよかったと思っておが過ぎ、眼鏡なしで生活している娘を見るにつけ、治療を始めてよかったと思ってお
ります。病院のスタッフの皆様の温かい対応、遠距離の通院を配慮してくださる先生
に感謝しております。

今までは黒板の字が見えなかったり、友達の顔がぼやけて見えたりして困った。治療
を始めてからは、ぼやけて見えたりすることがなくなりました。

学期ごとに学校で視力検査をしてくださっている養教の先生もオルソの効果にとても
驚き、検査時に「本当に今コンタクト入れていないの？」と確認したそうです。娘は
うれしそうに「ウン、夜だけしかしないよ」と答えたそうです。




